
委員会提出議案第３号  

 

秦野市議会の会期等に関する条例を制定することについて 

 

秦野市議会の会期等に関する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

 

令和３年１０月５日提出 

 

秦野市議会運営委員会   

委員長 川 口  薫   

 

 

提案理由 

本市の更なる発展に向け、緊急の行政課題等を速やかに本会議において審議

することで、危機管理上の迅速な対応を可能とすること並びに活発な委員会活

動を通じて、議会による政策の立案機能及び提言機能を強化することを目的と

して、地方自治法第１０２条の２第１項の規定による通年会期制を導入するた

め、制定するものであります。 



- 1 - 

秦野市条例第  号  

 

秦野市議会の会期等に関する条例 

 

（会期） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０２条の２第１項の規定

により、秦野市議会の会期は、毎年、１月１日から１２月３１日までとする。 

（定例日） 

第２条 地方自治法第１０２条の２第６項に規定する定例日（次項において 

「定例日」という。）は、次の各号に掲げる期間にある日（会議を開かない

日及び秦野市の休日を定める条例（平成元年秦野市条例第８号）第１条第１

項に規定する本市の休日を除く。）とする。 

 (1) ２月２０日から３月３１日まで 

 (2) ６月１日から６月３０日まで 

 (3) ９月１日から１０月２０日まで 

 (4) １１月２５日から１２月２０日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、議長は、付議する議案等の審議の都合その他の

事情により必要があると認めるときは、同項各号に掲げる期間にある日以外

の日を定例日とすることができる。 

（委任） 

第３条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、

議長が別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和４年１月１日から施行する。 

（秦野市議会定例会条例の廃止） 

２ 秦野市議会定例会条例（昭和３７年秦野市条例第１８号）は、廃止する。 

（秦野市議会基本条例の一部改正） 

３ 秦野市議会基本条例（平成２３年秦野市条例第８号）の一部を次のように

改正する。 

第１８条を次のように改める。 
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（会期） 

第１８条 議会の会期は、地方自治法第１０２条の２第１項の規定による通

年の会期とする。 

２ 通年の会期について必要な事項は、秦野市議会の会期等に関する条例 

（令和３年秦野市条例第  号）に定めるところによる。 


